






Position Sensor U sing Fixed恥1:agnitute・Pointsfor 
Guiding Self-Propelled Transportation Machine 
Zong-ming QIU， Nobuhiro 1， and Katsuhiko ASADA 
(Received Feb. 29， 1996) 
In order to guide a self-propelled transportation machine the guideline and position 
reasuring system must be used. U sually a fixed guide1ine is used. By this kind of method 
guide system would be achieved conveniently. But it is difficult and expensive to alter 
such a fixed guideline when the working route varies. We have investigated a method 
using ~erite magnetic disks as guide points to form the changeable guideline. And a 
special measuring system h槌 beenresearched. In this paper we discuss the principle of 
the method first， then carry out the simulation， and finally analyze the results obtained 
















































































[ (x，y，z)=(-60-60，20，40) ] 
o 20 
d.x (nun) 


















































































































































































2 4 6 8 10 12 14 16 
センサ番号
図 12:検出信号y=50
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図 17:補正による位置検出
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図 18:補正係数の特性(センサ長 160mm、センサ数16個、 xl=40mm、x2=60mm)
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図22:補正結果
この方法により補正した結果が図 22である O
139 
この方法ではかなり大きなずれまで補正することができ、 dxが70mm程度までほぼ直線性をえるこ
とができた。また、磁石と位置検出システム間の距離yが大きくなった場合でもよい補正特性を示して
いる O
5 結論
床上に配置されたフェライト磁石を用いて自動運搬台車の位置検出を行なう方法を提案し、評価を行
なったo また、本方式を評価するための装置の試作した。試作システムは手作りであり、素子の取り付
け精度が十分でなく、またパーソナルコンピュータに長いケープルを用いて接続して処理したため、余
分な雑音が誤差電圧として混入したため、センサが磁石から離れると誤差が大きくなるが、充分に実用
になる方式であることが確認できた。また本システム固有の検出誤差の補正法も提案した。誤差電圧、
特に雑音の問題を軽減するためにも本システムを 1チップマイコンを用いてコンパクトに設計すること
が期待される o
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